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北海道苫前地域に分布する蝦夷層群の植生バイオマーカー変動: 

バイオマーカー層序の可能性? 
Variations in vegetation recorded by plant biomarkers in the sediments deposited across the Cenomanian/Turonian 

boundary in the Yezo Group, Tomamae area, Hokkaido: Potential for biomarker stratigraphy? 
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近年、ガスクロマトグラフ/質量分析計(GC-MS)な

ど有機地球化学分析技術の簡便化・普及により、堆

積岩におけるバイオマーカー（生物指標分子）研究

が広く行われるようになった。バイオマーカーは分

子化石とも呼ばれ、そのうち起源生物を特定できる

ものもある。本講演では苫前地域に分布する白亜系

蝦夷層群のバイオマーカー、特に陸上植物バイオマ

ーカーの研究例をおもな題材とし、復元された古植

生変動と、炭素同位体比変動と比較して層序学への

活用について論じたい。 

 苫前地域の堆積岩試料は、炭素同位体比（δ
13

C）

な ど に よ り 層 序 対 比 が 行 わ れ て い る

Cenomanian/Turonian境界(CTB)付近で発生した全球

的な環境擾乱イベントである海洋無酸素事変

(Ocean Anoxic Event; OAE)２期相当層準である。

OAE2 期の層序は δ
13

C 変動により細かいステージ

に区分されている。植物バイオマーカーとして用い

られるレテン、カダレンはそれぞれ針葉樹,高等植物全般に由来すると考えられており、これらの化合物

濃度比をとった Higher Plant Parameter (HPP)は針葉樹植生指標として用いられている(van Aarssen et al., 

2000)。本試料においては δ
13

C 曲線と HPP 曲線がよく同調することがわかった。例えば、海洋無酸素化(環

境擾乱)期を示す δ
13

C の正のエクスカーションと HPP の増大などがよく一致する。Hautevelle et al. (2006)

では HPP がグローバルな乾燥化イベントと同調することを報告しており、本試料においてもこの HPP の

増加は針葉樹の中でも乾燥に強い樹種が増加した乾燥化イベントを反映していると考えられる。つまり、

δ13
C 曲線を用いて議論されてきた層序は HPP を用いたバイオマーカー層序でも同様に利用できること

が期待される。 
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